
【課題 3】 緑の確保 

大阪港周辺の公園・緑地の分布状況をみると、公園・緑地は、大阪湾周辺、また内陸部にも広く

分布している状況にあります。堺臨海部においても浜寺公園、大浜公園、みなと堺グリーンひろば

等の公園・緑地が整備されています。 

また、上位計画では堺第 7-3 区の共生の森と尼崎の森中央緑地を２つの核としての緑の拠点形成

を推進していくことが定められています。 

以上より、当地区においては「緑の確保」が必要です。 

 

   

図 堺第 7-3 区の共生の森での植栽活動                 出典：兵庫県HP 

 図 尼崎の森中央緑地での植栽活動 

 

 

出典：H21年度都市計画年報に記載の20ha（大浜公園と同程度）以上の面積をもつ公園・緑地を抽出 

図 大阪港周辺の公園・緑地の分布状況 

共生の森 

尼崎の森中央緑地 

【課題 4】 地域間の連携 

臨海部のアクセス状況をみると、堺旧港・浜寺水路はアクセス性がよいが、他の地域は充実して

いません。さらに、重点対象地域を結ぶアクセス性が悪く、地域間が連携できていない状況にあり

ます。 

以上より、当地区においては「地域間の連携」が必要です。 

 

図 臨海部のポテンシャル（地域間連携） 
   

  

  

 

  

  

  
  

  

 

図 地域間の連携イメージ 

※航空写真は大阪府より提供 
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＜コンセプト実現に向けた課題（その他の臨海部地域）＞ 

 

課題①：産業観光への活用 

大阪府下では、関西地域の産業・企業に関して学び、体験し、交流できるような産業

関連施設（工場、工房、企業博物館、研究所等）が開設されており交流の場が創出され

ている。 

コンビナートや工場の夜間照明や煙突・配管・タンク群の、重厚な「構造美」を愛で

る工場観賞（工場鑑賞）を趣味とする人々が増えている。 

堺旧港につながる環濠でのクルーズが運航されており、賑わいをみせている。 

 

課題②：水質環境の改善 

窪地では、海域低層の貧酸素状況が生じており、水質が低下している可能性があり、

その結果、生物の生息環境が損なわれていると推察される。 

大阪湾の湾奥部においては目標レベルに到達しておらず堺臨海部でも同様の状況にあ

る。 

大和川河口部に位置することから、河川からの流入ゴミが問題となっている。 

港湾施設としての推進の維持が必要で、閉鎖性海域となる泊地の水質改善が課題とな

っている。 

市民ニーズにおいては、水質が良く海水浴や海の生物との触れ合いが可能な場所を望

む等の声が上がっている 

大阪湾の湾奥部の水質改善のためには海水交換を行うことが重要であり、これを実現

するためには臨海部において大和川や石津川等からの流入を活用して停滞している海水

を循環させる必要がある。 

 

課題③：緑の確保 

堺臨海部は、堺泉北臨海工業地帯の一部を形成しており、地域内には数多くの工場等

が立地している。そのため、地区全体としての緑地が不足している。 

海辺景観だけでなく減災にも寄与するボリュームのある緑の確保が求められている。 

市民ニーズにおいては、工業地区おける景観や環境に配慮した政策を望む等の声が上

がっている。 

 

課題④：地域間の連携 

臨海部のアクセス状況は、堺旧港・浜寺水路はアクセス性がよいが、他の地域は充実

していない。さらに、重点対象地域を結ぶアクセス性が悪く、地域間が連携できていな

い状況にある。 

課題①：産業観光への活用 課題③：緑の確保 

課題②：水質環境の改善 

図 コンセプト実現に向けた課題（その他の臨海部地域） 

観光産業と緑地に関する課題 

水質改善と水面利用に関する課題 

浜寺泊地 

堺第7-3区 

南泊地 

課題④：地域間の連携 

北泊地 

堺浜 

浜寺水路 

堺旧港 

西泊地 

アクセス性の確保に関する課題 
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